
　　

　

　

　

地
区
の
方
の
声

◦
公
民
館
が
主
体
と
な
っ
た
住
民

の
交
流
活
動
が
活
発
で
す

◦
ふ
る
さ
と
づ
く
り
地
区
大
会
や

文
化
芸
能
祭
を
ふ
る
さ
と
づ
く
り

の
一
助
と
し
て
い
ま
す

◦
地
域
文
化
の
伝
承
と
し
て
、
毎

年
秋
祭
り
に
は
久
枝
小
学
校
の
児

童
が
川
狩
り
を
行
っ
て
い
ま
す

◦
ご
み
出
し
の
ル
ー
ル
を
守
る
よ

う
、
市
か
ら
指
導
し
て
ほ
し
い

◦
市
民
大
清
掃
の
ご
み
集
積
場
所

を
増
や
せ
な
い
か

◦
通
学
路
の
横
断
歩
道
、路
側
線
、

停
止
線
な
ど
が
薄
く
な
っ
て
い
る

の
で
対
処
し
て
ほ
し
い

※
抜
粋
、
要
約
し
て
い
ま
す
。
詳

細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

ま
す

地区の課題を話す参加者

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
民
参

画
ま
ち
づ
く
り
課
�
948
６
３
８

３
・
�
934
３
１
５
７
へ 27

久枝
地区

ひさ　えだ７
月
26
日
開
催
・
中
央
卸
売
市
場
・
参
加
者
68
人

　

久
枝
地
区
は
、
人
口
１
万 

９
８
１
０
人
・
世
帯
数
７
８ 

２
３
世
帯（
８
月
１
日
現
在
）

で
、市
の
北
西
部
に
位
置
し
、

地
区
の
ほ
ぼ
中
央
を
県
道
和

気
衣
山
線
・
松
山
東
部
環
状

線
が
走
り
、
東
部
に
は
北
部

環
状
線
が
走
る
な
ど
、
幹
線

道
路
が
整
備
さ
れ
た
地
区
で

す
。

　

北
部
環
状
線
沿
い
の
久
万

ノ
台
に
は
、
昭
和
50
年
に
生

鮮
食
料
品
の
安
定
供
給
を
図

る
た
め
市
中
央
卸
売
市
場
が

開
設
さ
れ
ま
し
た
。
年
間
約

10
万
㌧
の
青
果
や
２
６
０
０ 

万
件
の
花
き
が
取
引
さ
れ
、

毎
月
第
４
日
曜
日
に
は「
街

の
ま
ん
な
か
日
曜
市
」と
し

て
一
般
に
開
放
さ
れ
、
多
く

の
人
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

市
中
央
卸
売
市
場
に
隣
接

す
る
問
屋
町
に
は
、
卸お

ろ
し

商し
ょ
う

セ
ン
タ
ー
が
昭
和
47
年
に
設

け
ら
れ
、
約
70
の
企
業
が
立

地
し
、
本
市
の
流
通
の
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
区
の
南
西
に
あ
る
成
願

寺
の
境
内
に
は
、
県
内
最
大

と
い
わ
れ
る
樹
高
４
㍍
を
超

え
る
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
の
木
が

あ
り
、
市
の
天
然
記
念
物
に

も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
成
願
寺
に
隣
接
す
る
久
万

ノ
台
公
園
は
見
晴
ら
し
が
素

晴
ら
し
く
、
伊
予
十
二
景
景

勝
之
地
と
さ
れ
、
展
望
台
か

ら
は
、瀬
戸
内
海
や
興
居
島
、

高
縄
山
な
ど
を
見
渡
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

～まちのいいとこ～
「誇れる」地域の宝 久 枝 編

商
業
地
区
と
天
然
記
念
物
が
共
存
す
る
ま
ち

市
福
祉
大
会

【
日
時
】９
月
３
日
㈪
13
時
30
分
～

【
場
所
】市
民
会
館（
堀
之
内
）大

ホ
ー
ル

【
内
容
】民
生
児
童
委
員
、
地
域

福
祉
活
動
功
労
者
ら
の
表
彰
、
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど

高
齢
者
表
敬
訪
問

【
日
程
】９
月
６
日
㈭

【
内
容
】満
１
０
０
歳
の
施
設
入
所

者
を
市
長
、
議
長
ら
が
表
敬
訪
問

マ
ッ
サ
ー
ジ
無
料
奉
仕

【
日
時
】９
月
17
日（
月
・
祝
）13

～
16
時（
北
条
は
12
～
15
時
）

【
場
所
】市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
若
草
町
）、
中
村
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー（
中
村
三
丁
目
）、
鷹
子
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー（
鷹
子
町
）、
道
後

公
民
館（
道
後
町
一
丁
目
）、
新
玉

公
民
館（
千
舟
町
八
丁
目
）、
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー（
三
津
三
丁
目
）、

北
条
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
北
条
辻
）、
中
島
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー（
中
島
大
浦
）

【
対
象
】市
内

在
住
の
65
歳
以

上※
申
し
込
み
不

要

　

９
月
12
日
㈬
の
10
時
と
10
時
30

分
に
、
緊
急
地
震
速
報
な
ど
を
瞬

時
に
通
報
で
き
る
全
国
瞬
時
警
報

シ
ス
テ
ム（
通
称
・
ジ
ェ
イ
ア
ラ
ー

ト
）の
放
送
試
験
が
全
国
一
斉
に

実
施
さ
れ
ま
す
。

　

市
内
防
災
行
政
無
線（
設
置
箇

所
は
市
防
災
マ
ッ
プ
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
り
）な
ど
で「
こ
れ
は

試
験
放
送
で
す
」と
３
回
繰
り
返

し
放
送
さ
れ
ま
す
。
な
お
前
日
11

日
㈫
17
時
頃
お
よ
び
当
日
12
日
㈬

９
時
30
分
頃
に
予
告
放
送
を
行
い

ま
す
。
ご
理
解
の
ほ
ど
、
お
願
い

し
ま
す
。

　

市
臨
時
的
任
用
職
員（
技
能
労

務
職
）の
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

【
内
容
】技
能
労
務
職
▼
職
務
内

容
＝
市
長
の
事
務
部
局
ほ
か
で
、

ご
み
収
集
・
放
置
自
転
車
撤
去
業

務
・
狂
犬
病
お
よ
び
動
物
愛
護
な

ど
の
業
務
に
従
事
▼
賃
金
＝
月
額

17
万
４
１
０
０
円（
８
月
１
日
現

在
）、
通
勤
手
当
な
ど
あ
り

【
受
験
資
格
】地
方
公
務
員
法
第

16
条
各
号
に
該
当
し
な
い
人

※
市
臨
時
職
員
経
験
者
は
受
験
不

可【
定
員
】15
人
程
度

【
試
験
日
時
】９
月
29
日
㈯
８
時

30
分
～

【
試
験
場
所
】市
役
所
本
館
11
階

大
会
議
室

【
試
験
内
容
】労
務
適
性
試
験
・

口
述
・
体
力
試
験

【
申
し
込
み
】９
月
３
日
㈪
～
14

日
㈮（
消
印
有
効
）ま
で
に
、
直
接

ま
た
は
郵
送（
簡
易
書
留
で
封
筒

の
表
に「
臨
時
職
員（
技
能
労
務

職
）申
し
込
み
」と
朱
書
き
）で
履

歴
書（
Ａ
４
判
・
３
カ
月
以
内
に

撮
影
の
顔
写
真
貼
付
）に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
〒
790
８
５
７
１
人

事
課（
市
役
所
本
館
４
階
）へ

※
詳
細
は
実
施
要
領（
人
事
課
、
市

役
所
本
館
１
階
案
内
所
、
支
所
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
）を
ご
覧
く
だ
さ
い

マ
ッ
サ
ー
ジ
無
料
奉
仕
な
ど

９／15～21
老人週間

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

臨
時
職
員（
技
能
労
務
職
）の
募
集

９
月
３
〜
14
日
ま
で
受
け
付
け

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
高
齢
福

祉
課
�
948
６
４
０
８
・
�
934
１

７
６
３
へ

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
危
機
管

理
担
当
部
長
付
�
948
６
７
９

５
・
�
934
１
８
１
３
へ

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
人
事
課

�
948
６
９
４
０
・
�
934
９
２
０

５
へ

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（
ジ
ェ
イ
ア
ラ
ー
ト
）の

全
国
一
斉
放
送
試
験
実
施

　坂の上の雲ミュージアム開
館５周年を記念したシンポジ
ウム「新聞『三陸新報』が見た
気仙沼の１年」が７月28日に
開催されました。宮城県気仙
沼市の三陸新報社・渡邉眞紀 
専務取締役による基調講演を
はじめ、パネルディスカッ
ションでは災害時のジャーナ
リズムの役割について活発な
意見が交わされました。

　道後温泉本館の改修や道後
地区の活性化などについて話
し合う「道後温泉活性化計画
審議会」の第２回会合が８月
６日、市役所で開催されまし
た。
　会では、本館改修に向けた
代替施設の必要性や道後の魅
力発信の重要性などについて
意見が交わされました。

　「『水は宝』～水を賢く使う社
会の実現に向けて～」をテー
マとした記念シンポジウムが
８月８日、総合コミュニティ
センターで開催されました。
国内外の節水に関する最新事
情の紹介やパネルディスカッ
ションなど、水を大切にする
意識の向上や生活習慣の普及
に向けた取り組みについて話
し合われました。

　市内の小中学生を対象に、
リーダーに望まれる資質や能
力を育もうと７月25～27日の
３日間、中島B&G海洋セン
ターなどで「未来を拓

ひ ら

け！こ
どもリーダーズ事業」が実施
されました。参加した子ども
たちはフィールドワークや海
洋スポーツ体験を通して協力
することの大切さやリーダー
シップなどを学びました。

道後地域のさらなる活性化へ向けて

水の週間記念シンポジウム 東日本大震災被災地復興支援シンポジウム

育て！未来のリーダーたち

街のまんなか日曜市のにぎわい

成願寺のオオムラサキの木
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